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モンゴル語ハルハ方言と内モンゴル中部方言における
　　　　　　　　若干の常用語彙比較について
塩　谷　茂　樹
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S】目［IOTANI　Shigeki
　モンゴル国の標準語であるキリル文字表記によるハルハ方言と、中国・内モンゴル自治
区を中心に話されるモンゴル文字表記による内モンゴル方言とは、狭義のモンゴル語に属
する二大方言である。
　この二つの方言は、発音面で若干の規則的な相違は示すものの、最も際立った違いは、
両者の長年にわたる社会的・文化的背景の違いに起因するところの語彙面にあるのは、ま
ぎれもない事実である。すなわち、モンゴル語ハルハ方言にはロシア語からの借用語が多
いのに対し、中国・内モンゴル方奮には漢語からの借用語が多い、ということである。そ
れだけでなく、両者ともに同じモンゴル語起源でありながら、使用語彙が全く異なる場含
も少なくない。
　現在、日本の大学などの教育機関では、表記レベルでキリル文字とモンゴル文字の両方
が教えられるが、概して言えば、キリル文字表記のモンゴル語は、話し言葉にほぼ近い表
記を行うため、特に会話を申心とした言語運用面において、一方、モンゴル文字表記の方
は、話し言葉とかなり隔たりがあるため、特に古い時代の文献資料を読むための手段とし
て、それぞれ用いられることが多いようである。
　本稿の臣的は、かかる事情を考慮し、日本でモンゴル語ハルハ方言を学ぶ者が、特に内
モンゴル中部方言を母語とする話者と円滑に会話のコミュニケーションをはかることがで
きるように、両方言の主要な若干の常用語彙をその異同の観点から比較し、語彙面におけ
る研究資料を明確に提示することにある。
　なお、本稿で取り扱う常用語彙は、基本的にはモンゴル語起源のものを中心とするが、
すでに当地の方書に完全に定着し、日常生活に不可欠なものに関しては、一部、ロシア語
や漢語、その他の言語の借用語も含めて議論した。
　本稿の資料は、筆者の1978年以後、数回にわたる国際蒙吉学学術討論会（内蒙古大学主
催）参加目的の内モンゴル訪問、大学院時代の数年にわたる内モンゴル農業実習生たちと
の交流、および大学で教鞭をとるようになってからの、研究生として受け入れた内モンゴ
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ル留学生たちによる聞き取り調査など、基本的には、自らの実体験から得た情報に基づい
たものであり、参考文献として掲げた内モンゴル中部方雷に関する資料は、あくまでも確
認のためにのみ利用したことを付記しておく。
　また、ここでいう内モンゴル中部方言とは、一般にチャハル方言、バーリン方書、ホル
チン方言、ハルチン方言、オルドス方言、エジナ方言などを指すが、語彙としては主にチ
ャハル方言で、発音は内モンゴル標準音（6apx｝、t）Kaa　aBna）で代表させた。
　以下、各単語を《日本語訳》、〈ハルハ方言〉、〈内モンゴル中部方言〉の順に、また、単
語の配列は、ハルハ方言におけるキリル文字表記のアルファベット順に従った。
＊ ＊ ＊
《日本語訳》
《おとうさん》
《バス》
《バス停、停留所》
《バドミントン》
《内容》
《用事がある》
《馬乳酒》
《りんご》
《カメラ》
《孫》
《意義のある》
《キャベツ》
《（2階以上の）建物》
《ボールペン》
《ありがとう》
《ガソリン》
《～でしょう》
《録音する》
〈ハルハ方言＞
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〈内モンゴル中部方言＞
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《短い》
《指輪》
《腕時計》
《焼き飯、チャーハン》
《くじく、ねんざする；
脱臼する》
《ジヤム》
《駅》
《台所》
《バレーボール》
《懐中電灯》
《化粧品》
《食堂、レストラン》
《大通り》
《靴》
《橋》
《布》
《～階》
《後頭部》
《やかん》
《では、また（お会いしま
しょう）》
《卒業論文》
《週》
《今Hは何曜日ですか》
《月曜日》
《火曜日》
《水曜日》
《木曜日》
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《金曜日》
《土曜日》
細曜日》
《終わる》
（例）
《額》
《道徳、
（例）
《～したこ
（例）
《ひ孫》
《俳優》
《包丁》
《忙しい》
《暇な》
《小銭》
《電池》
《売る》
《手紙》
《ホテル》
《画家》
《写真》
（例）
《テレビ》
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食べ終わる
　　モラル》
モラルのない
　　　とがある》
行ったことがある
写真を撮る
《どういたしまして（“あり
がとう”に対する返答とし
て）》
《率直な、包み隠ししない》
《こっけいな、おかしい》
《デパート、百貨店》
《暦、カレンダー》
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《レジ》
《梨》
《テープレコーダー》
《明罠》
《オートバイ、バイク》
《お金》
（例）いくらですか
《低い》
《石油》
《ヘリコプター》
《飛行機》
《飛行場》
《例の～》
（例）例の人
《（気温の）プラス》
《（飲食を）遠慮する》
《今、現在》
《わかる、理解する》
《たくさんの》
《娘》
《大学生》
《部歴》
《スチーム》
《ビスケット》
《ペンギン》
《ファンデーション》
《サイズ》
《良く、十分に》
（例）おやすみなさい
（例）おはようございます
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《財政》
《にんにく》
《コツプ》
《脇の下》
《学費》
《泳ぐ》
《印象》
《皿》
《タバコ》
（例）タバコを吸う
《ご迷惑をおかけしました》
《テニス》
《それほど～でない》
（例）それほど遠くない
《遊ぶ、楽しむ》
《大きい》
《勘定する》
《手伝う》
《そうする》
（例）じゃ、そうしよう
《とんぼ》
《トマト》
《リップクリーム》
《船》
《電話》
（例）電話をかける
《馬捕りざお》
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《筆箱》　　　　　　　　y33r．xapaHllaaHbl　caB
《髪》　　　　　　　　　　YC
《～しますか（未来・疑問）》－xyy／－XYY
（例）行きますか　　　　　SIBax　yy？
《扉、ドア》　　　　　　　　xaaJIFa
（例）ドァを開ける　　　　　xaaJlra　OHroimrox
《壁（ゲル以外の建物の）》　xaHa
《風邪》　　　　　　　　xa盟a耳
（例）風邪を引く　　　　　xaHKaJl　XYP3x
《おつり》
《（気温の）マイナス》
《学期》
《トンネル》
《食事をする》
《大食い》
《エプロン》
《嗅ぎタバコ入れ》
《スピード、速度》
《いびきをかく》
《ページ》
《カセットテープ》
《ネックレス》
《（気温の）度》
《範囲》
（例）広範囲で
《むずかしい、困難な》
《白菜》
《中国》
《糊》
《焼酎》
《米》
xap茎4yJIT　Mθ｝｛rθ
xacax
XM騒33」田14｝｛》1（級JI
XOHr琶JI，　TyHHeJlb
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xyy皿ac
xyyPHaF，　KacceT
XY3YY｝｛琵班3YY丑T
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uaraa蓬｛　6y八aa
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《純真な、心のきれいな》
《シャッ（カッターシャッ
・ 下着などの）》
《しょう油》
《かばん》
《晴れた》
《できない》
《できる》
《電灯》
《しびれる》
（例）足がしびれる
《マッチ》
《くるぶし》
《黄河》
《びん》
《卓球》
《チョーク》
《蚊》
《歯みがき粉》
《経済》
《薬局、薬屋》
《おかあさん》
《スカート》
《送る》
《ピンク、桃色》
《何と～だろう》
（例）侮と美しいのだろう
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